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便
所
を
改
造
し
て

　
　
　
　
　
　
　
板
　
橋
　
　
亀

　
農
家
の
住
宅
で
、
一
番
原
始
一

的
な
姿
で
放
任
さ
れ
て
い
る
の
一

は
、
便
所
で
憶
な
い
か
と
思
わ
一

撚
騨
糠
鍾

め
、
そ
の
家
に
出
入
り
す
る
人

は
、
否
応
な
し
に
強
烈
な
臭
気

に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
上
設
備
が

不
完
全
で
掃
除
も
怠
り
が
ち
だ

か
ら
、
見
た
目
も
甚
だ
美
し
か

ら
ず
、
夏
季
と
も
な
れ
ば
、
そ

れ
が
一
層
度
を
増
す
た
め
に
、

慣
れ
ぬ
者
に
は
息
の
つ
ま
る
よ

う
な
苦
痛
感
を
伴
う
の
で
あ
り

ま
す
。

　
拙
宅
も
御
多
聞
に
も
れ
ず
何

度
か
小
改
造
を
し
た
け
れ
ど
、

抜
本
的
な
も
の
で
な
い
だ
け
に

何
と
か
せ
ね
ば
－
…
と
念
頭
か

ら
離
れ
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。

け
れ
ど
、
便
所
の
工
事
は
坪
数

の
割
合
に
金
と
時
間
が
か
か
る

た
め
、
不
本
怠
な
が
ら
踏
み
切

れ
な
い
で
十
数
年
を
過
し
た

が
、
今
度
は
浪
人
の
有
難
さ

…
隙
が
出
来
た
の
で
昨
夏
、
多

年
の
宿
望
を
実
行
に
移
し
、
十

月
ま
で
か
N
つ
て
漸
く
完
工
し

た
の
で
、
今
後
改
造
を
志
し
て

お
ら
れ
る
皆
様
の
御
参
考
に
も

な
つ
た
ら
と
要
点
を
書
い
て
み

た
次
第
で
す
。

治

O
用
便
に
も
く
み
取
り
に
も
便
一

利
な
位
置
．
　
　
　
　
一

　
太
陽
の
直
射
光
線
を
受
け
な
、

い
よ
う
住
宅
の
比
例
で
、
内
玄

関
か
ら
三
尺
の
板
敷
き
廊
下

（
長
さ
二
間
）
を
通
路
と
し
た
。

こ
れ
が
従
来
の
よ
う
に
外
玄
関

で
あ
る
と
、
夜
の
戸
締
り
も
悪

い
し
、
履
物
を
穿
い
て
高
い

土
台
を
往
復
に
上
つ
た
り
下
つ

た
り
で
、
老
人
や
子
供
に
は
、

な
か
く
容
易
で
な
い
許
り
で

な
く
、
酷
寒
の
季
節
に
は
つ
い

風
邪
の
原
因
に
も
な
り
易
い
点

等
を
家
族
会
議
で
説
明
し
て
、

最
後
決
定
を
し
た
。

口
衛
生
的
で
あ
る
こ
と
。

　
廻
虫
や
、
十
二
指
腸
虫
が
農

村
人
口
の
二
十
五
％
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
従
来
の

一
槽
式
を
、
保
健
所
が
奨
励
し
．

て
い
る
三
槽
式
に
改
造
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
設
計
図
は
保

健
所
に
参
考
資
料
が
あ
る
か
ら

現
場
に
し
つ
か
り
合
う
よ
う
に

考
案
し
た
方
が
よ
い
。

　
三
槽
式
は
、
一
槽
か
ら
三
槽

の
く
み
と
り
迄
い
く
の
に
三
週

間
以
上
経
過
す
，
る
か
ら
、
寄
生

虫
や
有
害
菌
は
完
全
に
死
滅
す

る
し
、
肥
料
は
分
解
し
て
水
の

よ
う
に
な
り
、
香
も
弱
っ
て
取

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
・
、

り
扱
い
に
も
極
め
て
便
利
で
あ

る
。
但
し
溜
の
構
造
上
、
夏
季

蛆
の
這
い
上
が
る
心
配
が
あ
る

か
ら
、
小
便
の
流
入
口
と
、
き

ん
か
く
し
の
は
め
こ
み
穴
に
は

蛆
返
し
を
っ
け
る
こ
と
を
忘
れ

ぬ
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

国
経
　
費

　
溜
の
大
き
さ
に
も
よ
る
が
、

肥
料
を
腐
敗
さ
せ
る
地
熱
利
の

た
め
、
深
さ
は
一
米
四
〇
（
四

尺
五
寸
）
は
掘
り
下
げ
、
横
一

米
四
〇
、
縦
二
米
（
六
尺
余
）

に
す
る
の
で
、
材
料
は
セ
メ
ソ

ト
十
五
袋
、
外
に
砂
バ
ラ
ス
鉄

線
に
工
賃
を
含
め
て
二
万
円
。

建
物
一
坪
程
度
な
ら
、
木
材
、

亜
丹
板
、
工
賃
を
合
計
し
て
一

万
五
千
円
見
た
ら
よ
い
で
し
よ

う
〇四
そ
の
他

　
衛
生
的
で
感
じ
を
よ
く
す
る

た
め
に
螢
光
灯
を
つ
け
る
と
か

床
を
タ
イ
ル
張
り
に
す
る
と
か

か
け
れ
ば
際
限
が
な
い
が
、
セ

メ
ソ
ト
工
事
は
や
り
な
お
し
が

困
難
だ
か
ら
、
他
家
の
改
良
便

所
を
よ
く
研
究
し
て
、
必
ず
何

度
か
三
槽
式
を
造
つ
た
経
験
者

に
依
頼
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　
尚
便
所
の
戸
は
、
余
程
躾
の

よ
い
家
庭
で
な
い
限
り
、
開
放

さ
れ
勝
ち
だ
か
ら
、
ス
ブ
リ
ソ

グ
「
付
ド
ア
ー
式
（
板
戸
）
に
し

て
、
押
し
て
離
せ
ば
後
が
締
る

よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

”
桂
の
大
杉
“

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
る

難
要
一
購
■鷺

醗　　
○
；

　
　
♂
￥

　
　
メ

　
な

　
』
ぎ
、
峯

　
〃
桂
の
大
杉
〃
が
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
。

　
県
文
化
財
調
査
審
議
委
員
会

で
は
、
三
十
四
年
度
県
指
定
文

化
財
と
し
て
〃
桂
の
大
杉
〃
ほ

か
九
件
を
こ
の
た
び
指
定
を
認

め
た
が
、
大
杉
は
桂
部
落
の
十

二
社
境
内
の
裏
側
の
急
斜
面
に

そ
び
え
立
ち
、
昔
か
ら
〃
桂
の

大
杉
〃
と
呼
ば
れ
有
名
で
あ
つ

た
も
の
で
、
周
囲
九
メ
ー
ト
ル

十
セ
γ
チ
、
高
さ
約
十
五
メ
ー

ト
ル
と
い
う
巨
木
、
樹
令
は
お

よ
そ
八
百
年
ぐ
ら
い
と
推
定
さ

れ
、
村
人
か
ら
は
神
木
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
が
、
語
り

伝
え
に
よ
れ
ば
、
親
鷺
上
人
が

越
後
に
流
さ
れ
、
許
さ
れ
て
京

都
へ
帰
る
途
路
植
え
た
も
の
と

い
わ
れ
、
大
杉
の
近
く
に
は
か

な
り
日
照
り
が
続
い
て
も
枯
れ

な
い
清
水
が
わ
き
で
て
い
る
。

「
大
杉
が
枯
れ
れ
ば
清
水
も
枯

れ
る
」
と
も
語
り
つ
が
れ
て
い

る
。
な
お
去
る
三
十
一
年
に
中

魚
沼
文
化
財
綜
合
調
査
の
際
、

調
査
員
と
し
て
来
村
し
た
新
大

江
村
教
授
が
、
「
こ
れ
．
だ
け
の
巨

木
は
全
国
で
も
珍
し
い
」
と
感

嘆
し
た
折
紙
つ
き
の
も
の
で
あ

り
ま
た
、
村
で
樹
木
が
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
は
こ
れ

が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　
な
お
大
杉
と
一
し
よ
に
申
請

し
た
が
指
定
も
れ
と
な
つ
た
、

角
間
観
音
堂
境
内
の
「
ね
じ
り

杉
」
も
、
林
木
育
種
上
め
ず
ら

し
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
村
の
文
化
財
と
し
て
保
護

す
る
意
向
で
い
る
。

　
【
写
真
は
〃
桂
の
大
杉
〃
】

響
◎
欝
☆
無
一
皿

　
　
　
　
日
俳
中
里
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
陽

月
い
た
き
深
雪
の
中
に
村
は
死

す　
　
　
　
　
　
　
　
露
　
丘

パ
ラ
ソ
ル
に
春
雪
「
恋
」
を
投

・
醜
す
　
　
　
　
　
　
同
　
人

父
の
職
素
直
に
つ
ぎ
て
成
人
す

　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
　
舟

カ
ソ
．
シ
キ
を
ゆ
す
り
て
此
の
地

去
り
に
け
り
　
同
人

覚
め
や
ら
ぬ
雪
崩
跡
な
る
蕗
の

と
う
　
　
　
　
　
　
清
　
流

終
電
車
生
き
抜
く
人
妻
背
の
荷

物
　
　
　
　
　
　
哲
仙

雪
月
夜
瑞
々
し
き
人
の
恋
…
－
．

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
人

春
近
し
貧
家
の
灯
交
り
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
紅

病
室
を
出
て
寒
月
を
呑
み
下
す

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
人

廊
静
か
湯
気
に
紅
梅
ら
ん
ま
ん

と
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
仙

初
孫
に
炬
中
あ
く
び
を
失
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
声

冬
蝿
に
五
十
路
の
肌
を
恋
わ
れ

け
り

昭和55年3月15日とさカ》な①　第47号

H
叫

婆癒｝…

動毫＞琶

…葉譲
ヨヒ　ロ
レ

漸藍
　
舘
　
社

所
民
所
聞

　
公
u
新

行
　
届
～

　
村
　
田

　
　
ロ

発
里
丘
日

　
　
　
牙

　
中

昭
和
35
年
度
予
算

　
　
　
　
　
◇
健
全
財
政
の
堅
持
◇

　
　
　
　
　
◇
清
津
川
綜
合
開
発
の
促
進
◇

高橋村長

　
三
十
五
年
度
予
算
村
議
会
は

三
月
十
一
日
三
日
間
の
会
期
を

も
つ
て
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
（
別
掲
）
予
算
、

三
十
四
年
度
追
加
更
正
予
算
、

各
種
条
例
の
制
定
改
正
外
二
十

六
件
の
請
願
陳
情
を
決
定
閉
会

し
た
。

　
村
長
は
三
十
五
年
度
予
算
の

提
案
に
あ
た
り
次
の
よ
う
な
所

信
を
表
明
し
、
村
民
の
理
解
と

協
力
を
求
め
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
度
予
算
を
提

案
す
る
に
あ
た
り
、
編
成
の
方

針
と
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
対

処
す
る
所
信
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
中
里
村
も
誕
生
満
五
力
年
」
．
乞

経
過
し
、
よ
う
や
く
に
し
て
行

政
的
基
盤
が
確
立
し
て
参
り
ま

し
た
。
加
え
て
村
財
政
も
除
々

に
進
展
を
辿
り
、
歴
年
黒
字
繰

越
の
健
全
財
政
で
参
つ
て
い
る

こ
と
は
誠
に
喜
こ
び
に
耐
え
な

い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
一
重
に

村
民
各
位
の
御
協
力
の
賜
と
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
従
つ
て
三
十
五
年
度
予
算
も

従
来
の
実
績
を
堅
実
に
伸
長
す

る
こ
と
を
墓
本
的
考
え
と
し
、

重
恵
目
的
を
何
れ
に
お
き
、
如

何
に
効
率
的
に
編
成
す
る
か
、

最
も
腐
心
い
だ
し
た
と
二
ろ
で

あ
り
ま
す
・
。

　
総
額
六
千
七
百
九
十
万
円
は

現
段
階
に
お
け
る
収
入
額
の
満

度
の
も
の
で
、
均
衡
上
止
む
を

え
ず
村
民
福
祉
の
た
め
、
村
産
－

業
増
進
の
た
め
、
そ
の
他
な
く

て
は
な
ら
な
い
経
費
を
む
ぎ
6

つ
め
て
重
点
中
の
重
点
に
ま
と

め
あ
げ
た
数
字
で
、
全
く
緊
張

予
算
と
云
つ
て
は
ば
か
ら
な
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
財
政
運
営
の
点
に
お
い
で
、
は

つ
と
め
て
依
存
財
源
（
国
県
費
）

の
導
入
を
は
か
る
考
え
で
、
本

予
算
額
の
六
〇
％
が
こ
れ
ら
財

源
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
と
こ
ろ

を
見
て
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
な
お
又
村
民
税
の
引
下
げ
を

は
か
る
と
共
に
、
村
外
義
務
者

に
対
し
て
は
、
従
来
の
不
均
一

を
改
め
、
均
等
税
率
を
断
行
す

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
又
各
種
補
助
事
業
に
伴
う
国

県
の
補
助
金
の
獲
得
や
、
そ
の

事
業
効
果
に
対
す
る
村
財
政
需

要
額
に
比
例
す
る
地
方
交
付
税

の
増
額
等
、
出
来
る
限
り
の
努

力
と
研
究
を
傾
注
し
て
、
財
政

の
健
全
な
増
強
を
図
つ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
才
出
に
お
ぎ
ま
し
て
は
、
行

政
の
効
果
的
運
営
を
は
か
る
た

め
、
機
構
の
改
革
を
行
な
う
と

共
に
◎
教
育
施
設
の
整
備
充
実

◎
治
安
維
持

◎
産
業
の
振
興

　
と
併
せ
、
合
理
的
改
革
を
除

々
に
推
し
進
め
、
尊
き
村
費
を

．
有
効
に
執
行
す
る
方
針
で
あ

り
、
更
に
地
方
産
業
道
路
の
開

発
促
進
に
よ
る
村
内
経
済
発
展

に
処
し
、
痩
川
馨
聡
ま
菅
さ
を
生
ず
る
と
田
心
わ
裂

尉
嶺
難
蝶
讃
謹
幕
ガ
翫
駐
鞭
器

き
た
・
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
位
の
御
期
待
に
添
え
得
ら
れ
、
、
へ

　
な
お
本
予
算
に
は
都
合
に
よ
く
努
め
て
い
く
決
心
で
あ
り
ま

り
計
上
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
中
す
。

学
校
生
徒
寄
宿
舎
及
び
倉
俣
中
　
　
こ
こ
に
所
信
の
一
端
を
述
べ

学
校
の
建
築
に
あ
た
つ
て
は
、
一
各
位
の
一
段
の
理
解
と
協
力
を

讐
れ
た
財
政
の
中
で
・
相
当
房
望
し
て
去
喜
ん
・

　
県
農
林
部
で
は
、

業
振
興
の
重
点
施
策
と
し
て
、

青
少
年
を
対
象
に
農
村
教
育
の

振
興
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
事
業
と
し
て
・

は
、
県
教
育
庁
、
N
H
K
等
と

協
力
し
、
四
月
か
ら
ラ
．
シ
オ
に

よ
る
農
業
技
術
の
定
期
放
送
を

実
施
し
、
青
少
年
を
主
体
に
一

般
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
も
こ
の

放
送
を
聴
い
て
も
ら
つ
て
、
農

業
技
術
の
普
及
と
農
家
の
全
般

的
な
技
術
水
準
を
高
め
、
農
業

生
産
の
発
展
を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
で
、
こ
の
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
い
ま
、
各
市
町
村
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
中
里
村
で
も
、

去
る
二
月
、
農
業
教
育
振
興
協

議
会
を
結
成
し
て
、
積
極
的
に

推
進
し
よ
う
と
、
農
家
組
合
、

定
高
校
、
中
学
校
．
青
年
会
を

農
業
教
育
の
振
興
＼

　
　
　
◇
ラ
ジ
オ
で
農
事
放
送
◇

　
　
　
　
　
　
”
受
講
者
を
募
集
申
“

　
　
　
　
　
今
年
の
農
通
じ
て
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
県
と
市
町
村

が
一
体
と
な
つ
て
す
」
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
は
．
大
体
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

e
事
業
の
内
容

　
L
ラ
、
シ
ォ
に
よ
る
教
育
放
送

　
Z
現
地
集
合
研
修

　
a
実
験
実
習
を
中
心
と
し
た

　
　
ブ
・
ツ
ク
別
集
合
研
修

　
生
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
養

　
　
成
講
習

口
指
導
の
内
容

　
農
業
技
術
（
耕
種
、
園
芸
、

　
養
畜
等
の
生
産
技
術
と
、
こ

　
れ
に
か
ら
ま
る
経
営
及
び
生

　
活
技
術
）
に
つ
い
て
の
知
識

　
（
学
科
）
と
、
具
体
的
な
実

　
験
実
習
と
し
て
、
程
度
は
農

　
業
高
校
ぐ
ら
い
で
す
。

日
指
導
の
方
法

　
1
．
ラ
ジ
オ
に
よ
る
個
人
研
修

　
　
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
、
週

　
　
三
回
（
月
、
火
、
水
）
N

　
　
R
K
第
二
放
送
で
、
午
前

　
　
六
時
三
十
分
か
ら
十
五
分

　
　
間
づ
つ
定
期
的
に
放
送
を

　
　
行
な
い
ま
す
。
　
（
学
科
）

　
乞
現
地
集
合
研
修

　
　
毎
月
一
回
、
市
町
村
単
位

　
　
で
適
当
な
場
所
に
集
ま
つ

　
　
て
貰
つ
て
、
展
示
圃
や
研

　
　
修
田
を
中
心
に
農
業
改
良

　
　
普
及
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
（
現
地
指
導
）

　
a
ブ
ロ
ッ
ク
別
集
合
研
修

　
　
年
間
十
日
（
十
回
）
ぐ
ら

　
　
い
農
業
科
の
あ
る
高
校
を

　
　
会
場
（
こ
の
辺
は
十
日
町

　
　
高
校
）
に
、
実
験
実
習
を

　
　
中
心
と
し
た
指
導
を
県
専

　
　
門
技
術
員
、
高
校
職
員
が

　
　
行
な
い
ま
す
。

四
実
施
期
間

　
四
月
（
第
一
月
曜
日
）
か
ら

　
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
で

　
す
。

　
な
お
、
中
里
村
農
業
教
育
振

興
協
議
会
（
事
務
局
は
役
場
産

業
経
済
係
に
置
く
）
で
は
、
村

の
産
業
発
展
の
た
め
に
は
農
業

振
興
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
し
た
が
つ
て
将
来
農
業

の
経
営
主
に
な
る
青
少
年
の
人

た
ち
か
ら
は
、
是
非
み
ん
な
が

受
講
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
係
）
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五
　
度

　
十
　
三
　
年

　
三
十
五
年
度
予
算
は
一
般
会

計
六
千
七
百
九
十
万
円
、
特
別

会
計
事
業
勘
定
（
国
保
）
一
千

五
十
九
万
四
千
六
百
円
、
施
設

勘
定
（
診
療
所
）
二
百
八
十
七

万
七
千
円
で
、
三
十
四
年
度
当

初
予
算
に
く
ら
べ
、
一
般
会
計

は
、
一
千
六
百
九
十
八
万
八
干

円
、
特
別
会
計
事
業
勘
定
で
七

十
二
万
三
千
円
、
施
設
勘
定
で

四
十
万
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加

と
な
つ
た
。

　
三
十
五
年
度
予
算
は
、
一
口

に
言
つ
て
全
く
文
字
通
り
の
緊

張
予
算
で
負
担
金
補
助
金
は
軒

並
削
減
し
重
点
的
に
編
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
村
長

　
　
　
　
0
α
0
0
0
0
0
　
　
0

予
算
の
概
要
ー
説
明

特別会計中里村国民健康保険（単位円）

　　　事　　　　業　　　　勘　　　　定
　　　出

1．109，82
8，128。00
　　717，72
　　　51，00
　　　　5，00
　　383，10
　　200，00

も
重
点
中
の
重
点
に
ま
と
め
上

げ
た
と
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
も
、
う
か
が
え
る
が
、
　
一

般
会
計
の
概
要
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

◇
才
入
の
部
◇

　
村
民
税
で
本
年
度
に
比
し
二

十
五
万
九
千
円
減
と
な
つ
て
い

る
。
こ
れ
は
税
率
の
引
下
げ
、

成
人
者
の
減
少
に
よ
る
も
の
だ

が
、
逆
に
固
定
資
産
税
に
お
い

て
は
、
村
内
償
却
資
産
の
償
却

滞
納
繰
越
額
の
見
込
減
は
あ
る

が
、
七
十
四
万
円
の
増
で
あ

る
。
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
消

一
費
税
、
電
気
ガ
ス
税
、
入
湯
税

一
等
本
年
と
大
差
な
く
、
地
方
交

　
　
一
　
0
0
0
0
0
　
0

1110，594，64

i
定

　
費
費
費
費
費
金
費

　
け
　
　
　
　

場
雛
薩
礁

歳

［
　
　
　
　
レ

　
役
保
保
財
公
諸
予

一
　
〇
ハ
U
O
O
∩
》
0
0
∩
V
O
∩
V

　
O
O
O
O
O
O
O
O
4
4

　
　
　
　
　
り
　
ド
ブ
む
　
ハ
ソ
　

　
ロ
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
つ
　
　
ラ
　
　
ロ

四
5
5
3
7
9
6
0
0
2
5
3
4
9
4

入

語
4
　
3
2
　
5

　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
1

綬
欝
灸

羅
騨
難
計

　　　出

2，757，70
　　　10，00
　　　72，00
　　　26，00
　　　11。30

ll2，877，001

　
　
費
費
費
金
費

　
　
　
　
　
ま

二
勘
一
歳
　
難
難

　
　
コ
ひ
む
ひ
ひ
げ
ぴ
ひ

　
　
ハ
ゐ
　
の
む
む
の
　

㎜
丁
0
0
0
0
⑩
0
0

『
設
天
幅
嶋
3
兄
－
鴨
賜

　
　
一
一
4
6
6
1
8

　　　　施
　　歳
診療収入、1，
一部負担金

蟹蟹響
繰　越　金
雑　収　入
　　計　　　2，

付
税
の
五
十
二
万
二
千
円
増
、

災
害
復
旧
関
係
県
費
支
出
金
二

百
八
十
九
万
三
千
円
、
村
道
開

さ
く
災
害
復
旧
の
た
め
の
村
債

五
百
六
十
万
円
を
起
す
等
、
例

年
に
な
く
才
入
見
込
が
細
か
く

計
画
さ
れ
て
い
る
。

◇
才
出
の
部
◇

▽
議
会
費
H
議
員
数
が
減
つ
た

が
、
議
会
事
務
局
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
三
十
万
円
の
増
。

▽
消
防
費
“
自
動
車
ポ
ン
ブ
を

一
台
追
加
購
入
す
る
予
定
を
以

つ
て
九
十
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。▽
土
木
費
“
田
沢
、
芋
沢
、
倉

俣
の
開
拓
路
線
の
補
修
と
、
国

道
の
山
崎
地
区
を
二
百
米
の
舗

装
、
継
続
事
業
と
し
て
、
へ
つ

つ
り
の
雪
中
燧
道
三
十
米
、
釜

川
橋
修
繕
二
十
一
万
円
、
白
羽

毛
あ
ざ
み
沢
橋
三
十
九
万
円
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
全
般
と

し
て
は
四
十
万
円
の
減
で
あ
る

▽
教
育
費
n
本
年
に
く
ら
べ
四

里村歳入歳出予算
　　（単位円）

　　　　入

　　予算額

27，349，000
12，370，000
　　　　　2，000

　1，134，700
　　　267，000
10，795，200
　　　320，000

　　2，000
　　　200，000
　9，211，000
　5，600，000
167，900．000
　　　　出

百
五
十
一
万
円
の
増
と
な
つ
て

い
る
が
田
沢
小
学
校
及
び
土
倉

校
の
給
食
関
係
費
、
学
校
統
合

に
よ
る
経
費
、
育
英
資
金
負
担

金
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
こ
こ

で
は
高
道
山
地
区
及
び
小
出
の

中
学
校
生
徒
を
、
、
ハ
ス
で
、
田
沢

中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
た
め
の

経
費
四
十
一
万
円
と
、
そ
の
寄

宿
設
備
費
五
十
二
万
円
が
、
計

上
さ
れ
て
い
る
。

▽
社
会
及
び
労
働
施
設
費
U
新

た
に
国
民
年
金
事
務
費
十
九
万

一
千
円
が
計
上
さ
れ
、
二
十
万

一
千
円
の
増
で
あ
る
。

▽
保
健
衛
生
費
“
村
民
の
食
生

活
の
改
善
と
、
健
康
増
進
を
は

か
る
た
め
健
民
費
と
し
て
四
万

一
千
円
が
目
新
し
い
も
の
。

▽
産
業
経
済
費
巨
国
土
調
査
費

と
し
て
百
六
十
一
万
八
千
円
は

新
規
の
も
の
。
い
よ
い
よ
来
年

度
よ
り
本
格
的
調
査
に
入
る
態

勢
を
整
え
、
苗
代
消
毒
、
い
も

ち
共
同
防
除
、
二
化
螺
虫
防

　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　
0
0
0
0
∩
V
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

昭和35年度中里オ
　　ー般会計
　　歳　　　　　

＿一『’ 款一一、．＿，別

　村
　地　方i交　付
公営企業及び財産
　分担金及び負担
　使用料及び手数
　国庫麦　出
　窺　　　　附
　　　　入
繰　　　越
　雑　　　収
　村
　歳．．、』入 合．

　　歳＿＿＿＿
　　款　　　　　別

馨　霧
　消　　　防
　土：　　木
　教　　　育
社会及び労働施書
　保　健　衛生
　産　業　経済
　財　　　産
　統　　　計
　選　　　挙
　公　　　債
　諸　　i支　　出
　予　　　備
　歳　出　　合

lq　l予算額
費　　 898，5
費　　　9，755，3
費　　　1，916，9

費3，370，3
費　　12，192，9
1設費　　　　721，0

費　　 554，5
・費　　 29，414，8
費　　　3，081，7
費　　　163，7
費　　　144，2
費　　　1，802，0
金2，884，2
費　1，000，0
言†　　67，900LQ

除
、
野
そ
駆
除
に
六
十
三
万
円
。
一

倉
俣
頭
首
工
、
芋
川
新
田
水

路
、
牧
畑
水
路
、
、
干
溝
耕
地
、

干
溝
水
路
の
災
害
復
旧
に
五
百

七
十
九
万
円
、
商
業
振
興
費
と

し
て
補
助
金
十
二
万
円
、
育
成

資
金
貸
与
金
八
百
十
万
四
千

円
。
開
拓
地
振
興
事
業
費
補
助

十
八
万
円
等
で
百
五
万
四
千
円

の
増
で
あ
る
。

▽
財
産
費
粧
財
政
調
査
積
立
金

と
し
て
本
年
に
引
き
続
き
、
三

百
万
円
を
積
立
を
す
る
。

▽
統
計
費
h
本
年
は
国
勢
調
査

の
年
に
当
る
の
で
、
そ
の
事
務

費
、
九
万
四
千
円
。

▽
選
挙
費
H
農
業
委
員
の
改
選

が
行
な
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
事

務
費
九
万
三
千
円
を
計
上
し
て

い
る
。

田
沢
中
高
道
山
分
校
廃
止

清
津
峡
小
学
校
発
足

　
　
　
四
月
　
一
日
か
ら

　
教
育
委
員
会
で
は
、
か
ね
て

か
ら
町
村
合
併
に
よ
り
、
行
政

区
が
変
更
し
た
今
日
、
以
前
の

町
村
毎
に
設
置
さ
れ
て
い
た
学

校
も
、
学
区
も
再
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、

特
に
本
村
は
、
近
隣
市
町
村
に

比
し
財
政
規
模
の
面
か
ら
学
校

数
が
多
く
、
し
か
も
適
性
規
模

の
学
校
は
一
校
も
な
く
、
こ
れ

で
は
立
派
な
教
育
は
期
し
難
い

又
予
算
が
こ
れ
ら
の
、
ど
こ
の
市

町
村
よ
り
も
多
い
割
合
に
、
直

▽
公
債
費
“
償
還
費
元
利
合
せ

て
百
八
十
万
二
千
円
で
、
本
年

よ
り
四
十
三
万
三
千
円
増
こ
れ

は
主
と
し
て
学
校
建
築
の
負
債

償
還
金
で
菱
、
る
。

▽
諸
支
出
金
“
上
越
西
線
、
清

津
川
綜
合
開
発
、
貝
野
診
療
所

分
担
金
等
合
せ
て
百
九
万
四
千

円
、
繰
出
金
と
し
て
国
保
事
業

勘
定
に
二
十
万
円
、
施
設
勘
定

に
六
十
五
万
円
。
対
外
運
動
の

重
点
目
標
と
す
る
清
津
川
綜
合

開
発
に
は
三
十
万
円
を
計
上
し

て
か
ま
え
た
。
又
、
町
村
合
併

費
と
し
て
十
五
万
九
千
円
を
あ

げ
、
促
進
を
図
る
態
勢
を
と
つ

て
い
る
。

　
（
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

　
紙
面
の
都
合
上
省
略
）

接
学
童
に
つ
か
わ
れ
る
経
費
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
、
か
つ
新

し
い
村
と
し
て
の
将
来
の
融

和
、
長
い
間
に
お
け
る
村
の
財

政
的
負
担
の
軽
減
と
い
う
こ
と

か
ら
、
学
校
統
合
の
方
針
を
打

ち
出
し
、
昨
年
来
研
究
し
て
き

た
が
、
幸
い
の
こ
と
が
、
学
区

訴
黙
騨
罐
肪
澗

日
か
ら
、
高
道
山
小
学
校
角
間

分
校
、
倉
俣
小
学
校
小
出
分
校

を
廃
し
、
独
立
の
清
津
峡
小
学

校
と
な
り
、
田
沢
中
学
校
高
道

可
分
婆
累
中
学
健
統
合

一
す
る
こ
と
と
な
つ
む
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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林
業
事
業
に
つ
い
て

一
、
伐
採
届
又
は
許
可
申
請
の

　
履
行
に
つ
い
て

　
①
　
届
け
を
し
て
伐
採
出
来

る
樹
種
樹
令
は
、
伐
採
時
の
六

〇
日
前
ま
で
に
、
左
の
各
項
に

達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。㈲
杉
　
五
十
一
年
以
上

㈲
か
ら
松
　
三
十
六
年
以
上

の
広
葉
樹
（
雑
木
）
樹
令
を
間
わ

　
な
い
、
但
し
制
限
林
（
保
安

　
林
）
を
除
く

　
②
　
許
可
申
請
を
要
す
る
も

の
は
左
の
樹
種
樹
令
の
も
の
を

一
み
う
。

㈲
杉
　
五
十
年
以
下

㈲
か
ら
松
　
三
十
五
年
以
下

㊦
制
限
林
（
保
安
林
、
そ
の
他

　
針
葉
樹
）
は
樹
種
を
間
わ
な

　
い
。

　
特
に
保
安
林
に
は
、
伐
採
量

　
の
制
限
と
申
請
時
期
が
あ
る

　
時
期
は
、
三
月
、
六
月
、
九

　
月
、
十
二
月
、
四
回
。

　
右
不
履
行
の
場
合
の
罰
則
は

次
の
通
り
。

◎
届
出
を
要
す
る
も
の

　
　
五
千
円
以
下
の
罰
金
（
森

　
　
林
法
第
二
〇
九
条
に
よ

　
　
る
）

◎
許
可
を
要
す
る
も
の

　
　
三
万
円
以
下
の
罰
金
（
森

　
　
林
法
第
二
〇
六
条
に
よ

　
　
る
）

口
造
林
事
業
に
つ
い
て

　
ω
　
造
林
補
助
金
対
象
は
次

の
通
り

㈲
造
林
計
画
（
造
林
計
画
提
出

”
彷
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
”

　
　
　
　
　
十
高
田
沢
分
校
で
第
二
次
生
徒
募
集

県
立
十
日
町
高
校
で
は
、
勤
　
　
な
お
募
集
要
項
は
次
の
通
り

労
青
少
年
の
教
育
の
場
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
、
定
時
制
課
程

田
沢
分
校
の
第
二
次
生
徒
募
集

を
お
こ
な
つ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
青
少
年
教
育
が
一
だ

ん
と
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
学
校
で
は
充
実
し
た
内
容

を
備
え
て
勤
労
青
少
年
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
は
、
春
植
四
月
、
秋
植
八
月

　
年
二
回
）
に
あ
る
も
の
。

・
㈲
植
裁
面
積
一
団
地
五
畝
以
上

の
植
裁
面
積
四
畝
以
下
、
一
畝

　
ま
で
は
、
村
単
独
補
助
を
考

　
慮
中
。

の
苗
木
は
必
ず
（
特
に
自
家
生

　
産
）
検
査
済
み
の
も
の
。

㈲
苗
木
購
入
は
必
ず
役
場
経
由

　
　
（
不
良
苗
木
を
防
ぐ
た
め
）

　
②
　
造
林
補
助
金
対
象
外
は

次
の
通
り

←b

森
林
で
あ
つ
て
伐
採
届
、
許

　
可
申
請
の
な
い
も
の
。

㈲
以
下
「
ω
の
①
」
に
該
当
し

　
　
募
集
人
員
四
十
五
名
（
一

　
　
次
募
集
を
含
む
）

　
　
応
募
〆
切
四
月
四
日

　
　
試
験
期
日
及
び
場
所

　
　
四
月
五
日
於
田
沢
分
校

　
　
発
表
四
月
六
日

　
　
校
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
◎
応
募
手
続
き
は
出
身
中
学

一
、

一
一
、

三
、

四
、

　
ぽ
く
の
将
来
を
ど
う
す
る
カ

を
、
真
剣
に
考
え
ば
じ
め
た
の

が
、
十
月
十
日
の
田
堀
り
の
最

中
で
あ
る
。
流
れ
く
る
汗
を
拭

つ
て
、
あ
と
六
ヵ
月
の
中
学
生

活
と
そ
の
先
き
の
こ
と
を
話
し

合
う
。
し
ば
ら
く
す
る
と
父
は

家
に
帰
つ
た
。
一
時
間
位
た
つ

た
時
帰
つ
て
き
て
、
「
家
に
行
つ

て
み
ろ
」
と
い
う
。

　
「
何
だ
ろ
う
、
ぼ
く
の
こ
と
決

つ
た
の
か
な
」
と
、
あ
れ
こ
れ

想
像
を
め
ぐ
ら
し
て
家
に
馳
け

て
い
く
と
、
や
つ
ぱ
り
そ
う
だ

つ
た
。
三
時
間
ば
か
り
話
し
合

つ
た
末
、
東
京
の
個
人
の
大
工

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
就
職
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
な
い
も
の
。

日
造
林
種
類
区
分
左
の
通
り

㈲
再
造
林
と
は
、
前
杉
、
又
は

　
松
林
の
伐
採
跡
地
。

㈲
拡
大
造
林
と
は
、
前
雑
木
、

　
又
は
原
野
跡
地
。

⑲
階
段
造
林
と
は
、
傾
斜
度
お

　
お
む
ね
二
十
三
度
か
ら
三
十

　
六
度
に
段
切
造
林
。

　
特
に
当
村
は
傾
斜
地
造
林
が

、
多
い
こ
と
、
階
段
造
林
は
高
率

、
補
助
で
も
あ
り
、
成
長
率
も
高

い
の
て
お
奨
め
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
産
業
経
済
係
）

㌧
！
’
、
！
f
㌧
ノ
‘
％
’
ノ
～
，
〆
～
、
’
〆
、
ρ
4
〆
、
チ
’
ノ
～
9
」
ノ
～
，
’
ノ
6
、
一
ダ
㍉
ノ
｛

中
学
を
卒
業
し
た
ら

　
　
　
　
　
田
沢
中
学
三
年
小
巻
沢
潤
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
に
決
意
し
た
。
夜
床
に
入
つ

て
か
ら
、
昼
間
の
話
し
合
い
、

自
分
の
決
意
等
々
、
考
え
て
み

れ
ば
ま
す
ま
す
希
望
が
湧
い
て

ノ
～
る
。

　
潤
二
は
訓
練
所
の
希
望
で
あ

る
。
　
ぼ
く
は
訓
練
所
を
出
な
い
方

が
自
分
の
た
め
だ
と
思
つ
た
。

人
の
手
に
よ
つ
て
自
分
の
技
術

を
覚
え
る
よ
り
も
、
自
分
で
自

分
の
技
術
を
生
み
出
し
た
ほ
う

が
、
上
達
す
る
と
ぼ
く
は
信
じ

る
。
訓
練
所
を
出
た
人
に
な
ん

が
負
け
な
い
ぞ
！
や
る
ぞ
み
て

お
れ
！
ぼ
く
は
心
の
中
で
再
び

決
意
し
、
確
め
て
み
た
。

　
こ
ん
な
気
持
の
連
続
で
あ
っ

た
二
学
期
も
す
ぎ
て
、
三
学
期

に
入
る
と
、
本
格
的
に
就
職
し

た
ら
ど
う
い
う
勉
強
の
仕
方
を

し
よ
う
か
、
職
場
で
は
ど
ん
な

心
構
え
が
必
要
か
考
え
た
。
夕

食
の
ひ
と
と
き
父
母
か
ら
い
ろ

く
き
か
さ
れ
る
。
結
論
を
言

え
ば
「
誠
実
」
で
あ
る
。
学
校

で
は
職
業
の
時
間
に
「
新
し
い

・
道
」
と
い
う
本
を
読
ん
で
く
れ

る
。
先
生
に
質
問
し
た
り
、
大

切
な
部
分
を
メ
モ
し
た
り
、
自

分
の
考
え
方
と
の
相
違
に
つ
い

て
検
討
し
た
り
し
た
．
こ
の
「
新

し
い
道
」
と
い
う
本
は
、
就
職

後
一
力
年
位
の
人
達
の
書
い
た

　卒業生に訓戒を書き贈る
田沢中学校長は卒業生個々の求めに応じ

卒業記念写真の裏に社会に出てあるいは

進学しての訓戒を書き贈つた

作
文
で
、
現
在
の
職
場
に
対
す

る
不
満
や
そ
の
理
由
、
学
校
生

活
と
社
会
生
活
の
矛
盾
等
が
、

わ
か
り
ゃ
す
く
書
い
て
あ
り
、
、

参
考
に
な
つ
た
。
苦
し
い
事
も

あ
る
だ
ろ
う
、
ホ
ー
ム
シ
ツ
ク

に
か
」
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

禦
藻
避
鐘
蜷
ユ

＋
年
間
の
う
ち
窒
級
婁

士
の
資
格
を
と
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
ら
、
社
会
の
’
員
と
し

て
、
下
積
み
の
一
員
で
あ
る

が
、
そ
の
場
に
な
く
て
は
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

壕
い
愈
に
な
る
怯
、
頑
張

葛
つ
も
り
で
、
あ
る
　
　
　
一


